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摘　　　　　　要 　本部会計　固定資産取得費（７,０３０,８００円）

実　　施 着　　工 　平成１６年１０月２９日

期　　間 竣　　工 　平成１６年１１月３０日

財
源
内
訳

　一金　７,０３０,８００円也事業総額

事
業
設
備
内
容

４,０００,０００円　

自己資金 ３,０３０,８００円　

計 ７,０３０,８００円　

助成金

事業（設備）名 　貫流ボイラー及び附帯設備改修工事

設　　　備

規格（型式）

②

　この度、財団法人中央競馬馬主社会福祉財団並びに社団法人函館馬主協会から、平成１６年度助成金の
交付を受け、下記の事業を完了いたしました。ここに事業完了のご報告を申し上げますと共に、財団法人
中央競馬馬主社会福祉財団並びに社団法人函館馬主協会をはじめ、ご協力を賜りました関係各位に対し、
謹んで感謝の意を表します。

一、貫流ボイラー　　タクマックスＴＷＡＮ－７５０　　１基
一、自動軟化器　　　タクマＴＳ－１８Ｊ　　　　　　　１基
一、真空暖房ポンプ　荏原２ＡＣ１Ｋ５型　　　　　　　１基
一、蒸気ヘッダー　　別注品　　　　　　　　　　　　　１基



③

　当施設正面玄関を入ると右手側の壁に１枚の大きなアン
ティーク風の鏡が掛けられています。

　時はさかのぼり昭和２８年菱沼吉巳医師が当施設の嘱託医と
して就任なされました。当時は現在のような通院という形をと
る事は出来ず、嘱託医による往診が入所者の皆様の健康を支え
ておりました。その菱沼吉巳医師（以下先生）が昭和３０年に
医院（市内堀川町）を新築された際、当施設への日頃のご貢献
に対する感謝の印として当法人より大きな鏡を贈呈させて頂き
ました。
　菱沼先生をはじめ、医院の皆様は毎日鏡をお手入れ下さり、
平成１２年に菱沼先生が嘱託医をご退任（閉院）されるまでの
４５年間という永きに亘り医院の診療室にて大事にお使い頂い
ておりました。

　平成１４年、菱沼先生がご他界なされ、医院も取り壊された
ことからご遺族の皆様のご厚意により、平成１５年１２月２４
日クリスマス・イブの日に、この鏡は４８年の時を超えて当施
設に帰郷致しました。

　これからは、この鏡が菱沼先生のご意志を引き継ぎ、
入所者の皆様の健康な姿を写し出し、
いつまでも優しく見守っていてくれることでしょう。

（記者：田中真澄）



④

※掲載文献/ステップアップNo133　４月号　平成１２年４月１日発行　財団法人函館市文化・スポーツ振興財団
写真・参考資料/「海峡」海峡評論社、「北海道歴史人物事典」北海道新聞社編
（市立函館図書館所蔵）

※引用文献・参考資料/
「ステップアップ」№133　４月号　平成１２年４月１日発行　財団法人函館市文化・スポーツ振興財団
「北海道歴史人物事典」北海道新聞社編　１９９３年７月２１日発行
「海峡」第８４号　１９６１年１２月１日発行　海峡評論社編　「函館物故記者列伝（６）」常野知哉著
（市立函館図書館所蔵）

　昭和６年５月、第５代理事長に林儀作氏が就任し、財団法人函館共働宿泊所と改称した。昭和５年１２月、火
災により全焼した舎屋を、昭和６年８月に総建坪２９０坪、収容定員２００名の舎屋完成再興したのだが、その
２年半後の昭和９年３月、函館市空前の大火災に再び罹災し、不幸にも一切を灰じんに帰した。　さらに、その
翌々年の昭和１１年、狭心症にて各界より惜しまれつつ他界された。
　５３歳の若さでこの世を去らねばならなかった無念さを推し量るとき、さぞや断腸の思いであったろうと推察
される。

　平成１２年４月１日「ステップアップ№１３３」４月号（財団法人函館市文化・スポーツ振興財団発行）によ
ると林儀作氏は、「明治１６年佐渡で生まる。（略）生家が鉱山業を営んでいたことから佐渡鉱山学校で学ぶ。
佐渡毎日新聞に在社していた時、同郷の長谷川世民（略）に招かれて函館の北海新聞に転じ健筆を振るう。
（略）大正７年函館日日新聞創刊に加わり、主筆兼編集局長として永く世民とペンを競う。この頃の新聞記者で
林程の博識者はいなかったと言われる。
林の知識は、和漢洋を問わず、しかもその学識の門戸は極めて広かった。文字通り、温故知新そのもので、その
時々の新しい学説、思想と言ったことに、明快な所見を述べていた。（略）大正１３年から２期、北海道会議員
となる。（略）博識と卓見から繰り出される名演説は、反対派議員をも傾聴させたという。第１８回総選挙に初
出馬し強敵を退けて当選したのも、林の人望が厚かったことによるものだろう。（略）」と紹介されている。
（※注、本文では林氏を号の「濁川」と記述されておりますが、「林」と読み替えさせていただきました。）
　又、第５代理事長林儀作氏の人となりは、１９６１年１２月発行の海峡第８４号「函館物故記者列伝（６）」
の中でも、常野知哉氏により紹介されている。
　「（前略）林さんを尊敬した動機に、その学識の高さの他にもう一つこういう事があった。地蔵町に、西沢と
いう玩具小間物の問屋があった。或時、この主人の西沢氏を林さんが訪問して「雛人形一揃を、月賦で売って貰
えまいか」との頼みだった。当然、林さんの子供の為に買うのだろうと思うと、そうではなく「今日一寸慈恵院
の孤児を訪ねて見たが、おひな様が無いとのことだったので、買ってあげたいが、一度では払えないので、月賦
で買いたいのだ」との事だ。西沢さんは、即座に、最高のものを１０カ月払いにして、林さんの名前で、慈恵院
に届けた。まあ一二度も払ったら、後は、負けろという事になろうが、それでも、孤児達の為には、嬉しい贈り
物をした事になるから、という考えで、西沢さんは、二つ返事で引き受けた。それから１０か月、安月給の中か
ら一度も遅れる事なく、林さんがその金を届けた。「あの男は偉くなりますよ」と西沢さんからこの話を聞いた
時、僕も胸をうたれたのだった。（後略）」



⑤

　平成１６年１月１６日（金）、函館ハーバービューホ
テルにおいて、平成１６年度函館防火協会総会が開催さ
れました。
　席上、函館防火協会会長西野清一氏より、当・社会福
祉法人函館共働宿泊所に優良会員として、平成１６年度
会長表彰が授与されました。

　平成１６年７月６日（火）、函館市桔梗町の消防総合訓練セ
ンターにおいて、自衛消防技術の向上を目的とした自衛消防技
術大会が開催されました。
　当施設より、男子職員２チーム（若手組・熟年組）と女子職
員１チームが参加致しました。結果、女子職員チームは優勝の
栄誉に輝き、かたや、男子職員２チームは１２位１３位に終わ
り、見事燃え尽きてしまいました。
　次回こそ男女ともに輝かしい結果を残し、誌面を飾ってもら
えることを期待致しております。（本誌記者）

会長表彰を授与される越前政子理事長
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秋の健康診断結果表

平成　　年　　月　　日実施

身長 cm

胸部レントゲン

異常 有り

体重 kg

血圧 －

無し

　当施設の名物行事の
一つとして、偶数月生
まれと奇数月生まれに
分け、今年は奇数月生
まれの方々にご出演頂
きました。各月ごとに
出し物をご披露頂きま
したが、今回は５月生
まれの方々を特集しま
した。

⑥

通信欄

　社会福祉法人函館共働宿泊所・函館共働宿泊所
救護部のホームページに、広報誌「共働通信」の
バックナンバーを掲載致しました。皆様のアクセ
スをお待ち致しております。


